
親和全期会会員 各位 

                     平成２０年９月吉日 

「「法法曹曹人人口口問問題題」」シシンンポポジジウウムムののごご案案内内  

 

                 平成２０年度親和全期会代表幹事 冨 永 忠 祐 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、今年７月に日弁連が法曹人口問題における「緊急提言」を行い、来春には「本格

提言」を予定している昨今、法曹人口問題は、弁護士にとって大きなテーマとなっていま

すが、法曹人口増員の今後を検討するにあたって、現在の増員路線の原因やプロセス、弁

護士会の果たした役割などの歴史を正しく知ることは、若手弁護士にとっては、単純に希

望を述べるだけではなく、地に足のついた議論をするためには不可欠だと思います。 

そこで、今回、親和全期会では、法友全期会と共催で、会員を対象に「歴史を知る」と

いうテーマのもと、シンポジウムを開催する運びとなりました。前半では、増員路線を実

質的に決定した司法制度改革審議会の膨大な資料について、要点をコンパクトに解説し増

員へのこれまでの歴史を知り、後半は、日弁連副会長で法曹人口問題担当の山本剛嗣先生

（現東京弁護士会会長）とこれまた法曹人口問題に造詣の深い髙中正彦先生（日弁連法曹

人口問題検討会議副座長）をお招きして、増員の歴史と日弁連の緊急提言の意味、そして

今後の動きについてパネルディスカッション形式での質疑応答を行う予定になっておりま

す。 

 法曹人口問題の基礎を知るための貴重な機会となりますので、皆様奮ってご参加くださ

いますようお願い申し上げます。準備の都合がありますので、出席いただける方は FAX に

てお知らせいただけますと幸甚です。                    敬具 

記 

 日  時  平成２０年１０月７日（火）午後６時３０分から 

  場  所  東京都港区新橋１丁目１８番１号 航空会館 Ｂ１０１会議室 

         地下鉄「内幸町駅」Ａ２出口すぐ 

  内  容  第１部 法曹人口問題の歴史 

（司法制度審議会での決定過程を中心としたレポートを行います。） 

第２部  法曹人口問題の歴史と日弁連の対応（パネルディスカッション） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

弁護士 一 宮 正 寿   宛（Fax０３-３２１１―１７２１） 

      

「法曹人口問題」シンポジウム（１０／７）に  参加します 

       

懇親会に                  参加します 

 

ご氏名                        

（ 東京法曹 ・ 法曹大同 ・ 二一  ・     期 ） 


